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千葉大学では、平成25年度から「地（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ）」、平成27年度から
「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」の文部科学省補助金事業の
採択を受けて、千葉県内の地域づくり、地方創生に全学を挙げて取り組んでいます。

地域課題が山積している大都市郊外の地域にある千葉大学は、その課題解決のための
教育・研究・社会貢献に取り組む拠点大学となるべくさまざまな事業を進めています。

県内の複数の大学、自治体、企業、ＮＰＯなどと協働し、千葉ローカルに魅力ある産業・雇用を
つくりだし、地域産業イノベーション人材育成のための事業を進めています。

体験学習ツアー
地方の課題やポテン
シャルを知り、より地
方に関心や愛着が湧
くような体験ツアーが
いくつもあります。

健康屋台
千葉大学総合安全衛生管理
機構、フロンティア医工学セ
ンター、看護学部の教員や学
生が「大学に来て健康になろ
う！」をテーマに、健康プロ
ジェクトに取り組んでいます。

千葉アートネットワーク・
プロジェクト（WiCAN）
教育学部の神野真吾准教授を中心とし
たチームによる、地域コミュニティにお
けるアートの可能性を探求する実践研
究。昨年度は、地域の方から収集した千
葉にまつわるものの「影」を用いた展示
を、千葉市美術館にて開催しました。

サテキャンでカフェ
サテキャンにカフェを設置、カフェでのコミュニ
ケーションを通して地域貢献をしています。

地元住民向け公開講座
さまざまな教員が地元の住民向け
に公開講座を開講しています。

千葉大学の地域での取り組み

カレッジリンクプログラム
「地域を元気にするアプリをつくろう！」

「地域課題を解決する専門職人材」を育成するための全学共通教育プログラム。千葉大学において一貫し
て地域づくり・地域再生を学んだ履修証明書が授与されます。現在、約120名の学生が学修しています。コミュニティ再生ケア学

学生がローカル志向になり、地方で定着し活躍できるよう、地方での受け入れ基盤をつくるとともに、学修や起
業・就職面でのサポートをしています。ローカル・ファースト

大都市郊外のさまざまな課題解決のために、全学部
からの教員が学際的に研究事業を進めています。

学際的な地域貢献型研究

横芝光町、いすみ市、勝浦市、長柄町などに、６次産業化、インバ
ウンド観光、メディカル連携（ＣＣＲＣ）分野において、新たなロー
カル産業を生み出し、雇用をつくり出していきます。

ローカルイノベーション（雇用創造）
「地域産業をイノベーションする専門人材」を育成するため
の全学共通教育プログラム。千葉のローカル地域に新しい
仕事をつくり出し元気にすることを実践的に学びます。現
在、約20名の学生が学修しています。

地域産業イノベーション学

千葉市の廃校小学校を借りて千葉大学の
サテライトキャンパスとして運営し、授業や
地域住民参加型の研究を進めています。

サテキャン

特 集

千葉ローカルの未来
をつくる！

大都市郊外の地域を
元気にする！

「都市と世界をつなぐ千葉地方圏の”しごと”づくり人材育成事業」 「クリエイティブ・コミュニティ創成拠点」

長柄町版大学連携生涯活躍のまち（CCRC）
長柄町・リソル生命の森に、千葉大学の生涯学習、予防医学プログラ
ムを取り入れた生涯活躍のまちを計画し、新たな雇用をつくります。

ローカル
イノベーション・
コンソーシアム
ローカルイノベーショ
ンをつくり出すため、
地域ごとにコンソーシ
アムをつくり、事業を
組み立てています。

地域における
起業を語る
千葉のローカル地
域で起業して活躍
しているアクター
をお呼びし、話をう
かがっています。

地方創生を語る
地方創生の取り組み
において第一線で活
躍する講師が、地方
創生の本質を語る授
業です。

地域コーディネーター
5人の地域コーディネーターが、
ローカルイノベーション、ローカル
ファーストを、現地に常駐するな
どして推進しています。

ローカルハブ
横芝光町、いすみ市、
勝浦市に千葉大学の
現地オフィスを設置し、
ローカルイノベーショ
ンの拠点にしています。

千葉県内の市長による授業
「千葉の地域を知る」
千葉市長、松戸市長、柏市長に各市
の課題やポテンシャルについて講義を
してもらっています。

NPO活動体験
市内のNPOに体験プログラ
ムの提供をお願いして地域づ
くりを実践的に学んでいます。

地域の中の
キャンパスづくり
大学のキャンパスと地域と
の関係はどうあるべきか、 
多面的にキャンパスをとら
え、皆で考えていきます。

カレッジリンクプログラム
「”稲毛”におけるクリエイティブな場づくり」

COCについてもっと知りたい　　　　https://www.coc.chiba-u.jp/COC+についてもっと知りたい　　　　https://www.chiba-coc.jp/plus

改修工事が終わり2016年12月から
第二期サテキャンが始動しています

熊谷千葉市長が
「千葉市」について講義！

千葉市若葉区の里山再生
に取り組むNPO「バランス
21」での実習風景。里山の
歴史や再生の活動につい
て実践的に学びました

千葉県いすみ市の
NPO「いすみライフ
スタイル研究所」によ
る講義風景。地方で
の仕事や生活、ビジ
ネスのあり方、地方
移住に至る経緯など
を体験談を交えてお
話いただきました

学生と市民がともに、
テーマを設定してワーク
ショップ形式で地域課題
の解決を学びあいます

一般社団法人「村楽」の
東大史さんに、これま
での地方創生の取り組
みを紹介していただき
ながら、戦略について
語っていただきました

千葉大生・フィンラン
ドの学生が共にいす
み市のまちづくり戦
略を練りました

横芝光町に1泊して町のポテンシャ
ルを体験。観光まちづくり戦略につい
てのワークショップをしました
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FLOWER SHOP 2016
松戸・柏の葉キャンパスで育てた植物を、研究室の4年

生が主体となって販売しました。市場の価格より安く

買えることで毎年好評です。市場の流行を学び、どれ

を育て売るかを決め、「出荷基準」に沿って品質も保持

しなくてはなりませんが、「売りながら学べる」「専門分

野に偏らず全体を俯瞰できる」メリットがあります。

果樹園芸学
研究グループ展示
毎年恒例の展示企画で、今年はリン

ゴを扱いました。室内の壁全面を覆

い尽くす圧倒的な情報量ですが、論

文や長野県の試験場の協力を元に

学生が調査・製作しました。正確性を

期すために、4年生→大学院生→先

生の三重のチェックが入り、その量

も相まって、夏休みを返上しての大

変な作業になりますが、確実に自分

たちの糧になります。

伝統文化サークル 花あさぎ
千葉市内の「千葉県文化会館」で上演される創作狂

言に製作協力として参加。劇中で実際に使われる小

道具の製作や、広報活動などを行っています。昨年

の「やぶしらず」は好評。今年の演目は「里見八犬伝 

其ノ零」です。この展示では、衣装を着ての撮影や、

狂言師の先生を招いての演舞を披露しました。

理学部 水族館
館山・銚子など千葉の海に出向いて、自分たちで釣っ

てきた魚を展示しました。魚にストレスを与えないよ

うに、閉館以降も水質管理を行うことが大変です。毎

年恒例の企画ですが、前年の先輩方の資料を元に、3

年生が自分たちで立ち上げていくのが醍醐味です。

柏の葉キャンパスでは、11/3（木・祝）にセ
ンター祭を開催。畑や植物工場を見て回れる

キャンパス見学ツアー、野菜収穫やピザづくりなど
の体験教室、農産物の販売など、楽しみながら柏の
葉キャンパスのことをもっと知ってもらうイベントが
たくさんの一日でした。

松戸

柏の
葉

亥鼻

西千葉

毎年９月に行われる「学生フォーミュ

ラ大会」に向けて作り上げた自動車

の展示とデモ走行を行いました。完

成したマシンは時速120kmで走行

可能。いろいろな方の支援に支えら

れて、それを走らせることができたと

きの達成感は他に代え難いものがあ

ります。

応急救護を体験できる展示スペース

です。「救急車が来るまでの8分間で

何ができるのか。それを一般の方に

も知って欲しい」という主旨で亥鼻

祭に出展しています。毎年好評で、

常連の方もいらっしゃいます。やは

りカラダで覚えたことは忘れないと

いうことですね。

亥鼻キャンパスの学生で構成され

るオーケストラの部活です。毎年、

定期演奏会や近隣の病院でのコ

ンサートを開催しています。亥鼻

祭ではアンサンブル中心の音楽喫

茶をオープンしました。未経験者

でも演奏できるレベルになれる

「教え合う風土」が持ち味です。

子供が先生となって、看護師役の学生

のサポートを受けながら、ぬいぐるみ

の診察をする体験スペースです。普段

は、西千葉キャンパス内にある附属保

育園で活動しており、そのため医学

部・看護学部以外に教育学部の学生

も参加しているサークルです。

毎年９月に行われる

向けて

文学部 史学科 2年生

泉水 聡太さん
せんずい そうた

園芸学部 園芸学科
花卉園芸学研究室 4年生

近藤 悠さん
こんどう はるか

園芸学部 園芸学科
果樹園芸学研究室 3年生

高山 紘明さん
たかやま ひろあき

理学部 生物学科 3年生

加藤 主暉さん
かとう かずき

工学部 機械工学科 3年生

菅谷 涼太さん
りょうたすがや

医学部 5年生

藤本 一志さん
かずしふじもと

医学部 3年生

白石 晴香さん
はるかしらいし

看護学部 2年生

赤峰 周さん
あまねあかみね

Chiba univ. Formula Project

応急救護

千葉大学ゐのはな音楽部

ぬいぐるみ病院

毎年11月初めは大学祭
のシーズン。各学部、各サークル

などで日ごろ取り組んだ成果や、創意

工夫した展示、発表、ステージ企画などが

行われました。西千葉キャンパスの「千葉大

祭」、亥鼻キャンパスの「亥鼻祭」、松戸キャン

パスの「戸定祭」、柏の葉キャンパスの「セン

ター祭」と、４つのキャンパスがそれぞれの

特徴を活かして展開。総合大学ならでは

の幅広い企画を来場者の皆様に楽し

んでいただきました。

大学祭
2016 REPOR

T
REPOR
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東国三社のひとつに数えられる香取神宮の
社家（世襲的に仕える神職の家柄）の長男に生まれた香取秀紀さん。
現在の香取神宮との関わりや長年続けているというボーイスカウト活動、
千葉大生へのメッセージなどを語っていただきました。

インタビュー

千葉大学
特 集
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地域に根差した、さまざまな活動を通して
いつまでも現役でい続けたい

香取神宮 祀祐社役員
し

か
と
り

し
ゃ

れ
い

そ

ゆう しゃ

香取 秀紀さん

香取 秀紀（かとり・ひでのり）

―
―

香
取
神
宮
の
社
家
に
生
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
教
員
の
道
に
進
ま

れ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

香
取　

私
の
父
は
香
取
神
宮
で
神
主
を
務
め
て
い
た
の
で
す
が
、私
が
８
歳
の

と
き
に
戦
死
し
ま
し
た
。母
も
５
歳
の
と
き
に
亡
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
私
を

育
て
て
く
れ
た
の
は
祖
父
母
で
す
。祖
父
も
祖
母
も
地
元
を
大
切
に
す
る
教
育

者
で
、
そ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。社
家
の
長
男
と
し
て
香
取
神

宮
で
神
職
に
就
く
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、祖
父
母
の
よ
う
な
教
員

に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
最
終
的
に
は
教
員
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

千
葉
大
学
の
教
育
学
部
に
進
学
を
決
め
た
の
は
、私
が
住
ん
で
い
た
香
取
か
ら

通
え
る
場
所
で
、な
お
か
つ
教
職
課
程
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
で
す
。

―
―

教
員
と
し
て
定
年
を
迎
え
た
後
に
神
職
資
格
を
取
得
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、現
在
の
香
取
神
宮
と
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

香
取　

社
家
の
集
ま
り
で
あ
る「
祀
祐
社
」の
幹
事
と
し
て
、
初
詣
や
祭
り
な

ど
人
手
が
必
要
な
と
き
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
香
取
神
宮
に
隣

接
し
て
い
る
香
取
祖
霊
社
で
神
主
を
務
め
、
葬
儀
な
ど
を
執
り
行
っ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
活
動
も
、
地
元
を
大
切
に
す
る
と
い
う
点
で
は
、
祖
父
母
か
ら

影
響
を
受
け
た
考
え
を
活
か
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
も
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
な
の
で
し
ょ
う
。

香
取　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
教
員
に
な
り
間
も
な
く
、
育
成
会
長
で
あ
る
香
取

神
宮
宮
司
か
ら
依
頼
さ
れ
て
隊
長
に
な
り
、
以
来
55
年
続
け
て
い
ま
す
。多
く

の
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
し
、
青
少
年
を
育
成
す

る
だ
け
で
な
く
、私
自
身
も
絆
と
新
し
い
知
識
を
得
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
創
意

工
夫
を
し
た
り
と
い
っ
た
体
験
を
通
し
て
活
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
初
代
総
長
だ
っ
た
後
藤
新
平
氏
が
遺
し

た「
人
の
お
世
話
に
な
ら
ぬ
よ
う
、人
の
お
世
話
を
す
る
よ
う
、そ
し
て
報
い
を

求
め
ぬ
よ
う
」と
い
う
言
葉
が
好
き
で
、活
動
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。今

は
子
ど
も
た
ち
と
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ま
と
め
役

と
し
て
今
後
も
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―

こ
こ
ま
で
う
か
が
っ
た
以
外
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
役
職
を
兼
務
さ
れ
て
い

ま
す
。80
歳
で
こ
れ
だ
け
精
力
的
に
活
動
で
き
る
秘
訣
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

香
取　

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。そ
う
す
る
と
元
気
に
な
り
ま
す
し
、
元
気
な
こ
と
を
誉
め
ら
れ
る

と
、
そ
れ
で
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
励
み
に
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
「
生
涯

現
役
」を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

 ―
―

千
葉
大
学
時
代
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
。

香
取　

私
が
学
生
だ
っ
た
頃
は
、
香
取
駅
か
ら
大
学
の
あ
る
千
葉
駅
ま
で
２

時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
２
時
間
の
間
に
勉
強
を
し
た
り
、
友
人

と
い
ろ
ん
な
話
を
し
た
り
し
た
思
い
出
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
―

最
後
に
、千
葉
大
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

香
取　

現
代
は
、「
生
き
る
力
」が
必
要
な
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。世
の
中
に
出

れ
ば
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
ま
す
し
、
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
健
康
の
必
要
性
も

感
じ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。そ
ん
な
時
代
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
精
神
面

で
も
体
力
面
で
も
強
さ
を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。本
を
読
ん
で
視

野
を
広
げ
る
の
も
、
運
動
で
体
力
を
養
う
の
も
生
き
る
た
め
の
強
さ
に
な
る

の
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
と
い
い
で

し
ょ
う
。特
に
若
い
頃
の
読
書
は
一
生
の
宝
物
に
な
る
と

私
は
思
う
の
で
、た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

育
て
て
く
れ
た
祖
父
母
の
影
響
で

神
職
で
は
な
く
教
員
の
道
を
志
す

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず

こ
れ
か
ら
も
「
生
涯
現
役
」
を
続
け
た
い

精
神
面
で
も
体
力
面
で
も

強
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

1937年、千葉県香取市生まれ。千
葉大学教育学部卒業後、37年間の
教員生活を経て定年退職。定年後
には神職免許を取得し、香取祖霊
社の神官を務めるほか、地域ボラン
ティアや自治活動にも積極的に参
加している。教員時代からボーイス
カウトに関わり、現在は日本ボーイ
スカウト香取第２団役員。千葉大学
慎葉会OB幹事など役職多数。
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長年の貢献に対して、2004年にボーイスカウト
日本連盟から「かっこう章」が授与された

37年間にわたる教員生活で赴任した学校は10校。すべ
て千葉県内だ

教員になってすぐに始めたボーイスカウト活動は55年を
数える

スカウト
た

活動は55年を



新たな学問領域として災害時の被災者支援を

考える「災害看護学」。その意義や活動について、

岩﨑弥生教授、伊藤尚子特任准教授のお二人に

話を伺いました。

岩
﨑　

学
問
と
し
て
は
ま
だ
構
築
途
上
で
す
が
、

平
成
7
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
あ
た

り
を
契
機
に
被
災
者
へ
の
人
道
支
援
の
重
要
性
が

注
目
さ
れ
、東
日
本
大
震
災
を
経
て
、確
立
さ
れ
つ

つ
あ
る
研
究
領
域
で
す
。

伊
藤　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
前
に
も
数
々
の
災

害
は
あ
り
ま
し
た
し
、世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、紛

争
や
飢
餓
、貧
困
な
ど
、一
種
の
災
害
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
状
況
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。こ

う
し
た
状
況
で
苦
し
む
人
々
の
尊
厳
を
守
り
、看

護
の
立
場
か
ら
支
え
て
い
く
の
が
災
害
看
護
の
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
﨑　

私
は
も
と
も
と
精
神
障
害
を
持
つ
人
へ
の

看
護
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。社
会
的
に
脆
弱

な
立
場
に
あ
る
人
へ
の
支
援
と
い
う
意
味
で
は
、

災
害
看
護
も
そ
の
延
長
上
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

精
神
看
護
で
培
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
が
活
か
せ

る
と
考
え
、災
害
看
護
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

伊
藤　

私
は
ア
フ
リ
カ
の
干
ば
つ
や
食
糧
難
と

い
っ
た
現
状
を
知
り
、自
分
で
何
か
で
き
な
い
か

と
思
っ
て
ザ
ン
ビ
ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
支
援
活

人道支援の観点から災害看護のあり方を考える

左：岩﨑弥生（いわさき・やよい）
千葉大学大学院看護学研究科教授。
看護学博士。高校卒業後一般企業に
就職、その後看護の道へ進み、米国の
大学、大学院に留学。精神看護学に
ついての実践や教育・研究を経て、平
成9年より千葉大学着任。

右：伊藤尚子（いとう・たかこ）
千葉大学大学院看護学研究科特任
准教授。日本赤十字社医療センター
で看護経験を積んだ後、海外の難
民キャンプでの支援活動や日本赤
十字看護大学での教員を経て、平成
26年より千葉大学特任准教授。

WELCOME

研究室
訪問 13

動
を
行
っ
た
の
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、発
展
途
上
国
で
の
国
際
保
健
医
療
活
動
の

経
験
が
災
害
看
護
へ
の
取
り
組
み
を
深
め
る
き
っ

か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
﨑　

現
在
、被
災
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
の
視
点
か
ら
研
究
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」の
育
成
に

向
け
た
教
育
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。学
生
た
ち
に
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

に
な
ら
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
こ
と
は
何
か
、

と
い
う
こ
と
を
問
い
つ
つ
、自
分
た
ち
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

伊
藤

11
月
に
ネ
パ
ー
ル
地
震
に
よ
る
被
災
者
を

訪
問
し
ま
し
た
。人
権
お
よ
び
安
全
・
安
寧
な
生

活
を
保
障
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
き
ま

し
た
。

岩
﨑　

夢
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。す
ぐ
に
は

実
現
し
な
く
て
も
、夢
は
進
む
べ
き
道
を
示
し
て

く
れ
ま
す
。そ
の
夢
が
他
者
の
幸
福
の
実
現
に
関

連
す
る
も
の
な
ら
、実
現
し
た
と
き
の
喜
び
も

き
っ
と
大
き
い
は
ず
で
す
。

伊
藤　

何
を
す
る
に
も
ロ
ジ
ッ
ク
と
パ
ッ
シ
ョ
ン

が
必
要
で
す
。考
え
る
と
き
は
冷
静
に
、行
動
す
る

と
き
は
情
熱
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
二
人
が
研
究
さ
れ
て
い
る
災
害
看
護
学
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か

災
害
看
護
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
を
そ
れ
ぞ
れ
教
え
て
く
だ
さ
い

お
二
人
の
活
動
で
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い

千
葉
大
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

◀ インドネシアのガジャマダ
大学より研修生を迎えた災
害看護学講座。学生、研究生
による研究発表やシミュレー
ションゲームなどを行った

▼ 災害看護学では、開放骨折や
やけどの状態を模したアイテム
などを用い、災害時における被災
者の重症度の判定や応急処置
について学ぶ
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災
害
看
護
学
講
座

千葉大学
大学院

看護学研究科

　
千
葉
大
学
か
ら
世
界
へ
！ 

日
本
を

飛
び
出
し
て
感
じ
た
こ
と
を
あ
り
の
ま

ま
の
言
葉
で
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
を
知
り
た
い
！

が
留
学
の
き
っ
か
け
に

　
私
は
将
来
薬
学
の
研
究
者
に
な
っ

て
、ア
ジ
ア
の
国
々
と
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、今
ま

で
海
外
に
す
ら
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、こ
の
B
O
O
T
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
機
に
海
外
、特
に
ア
ジ
ア
の
国
に
目

を
向
け
て
い
き
、そ
の
現
状
を
知
り
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

違
い
を
た
っ
ぷ
り
体
感

　
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、留
学
す
る

前
に
思
っ
て
い
た
以
上
の
様
々
な
経
験

や
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
現
地
の
実

際
の
暮
ら
し
を
体
感
し
ま
し
た
。家
庭

料
理
は
や
は
り
日
本
と
は
味
付
け
が

違
い
、食
べ
き
れ
な
い
く
ら
い
量
が
多

か
っ
た
り
、蟻
が
食
器
を
歩
い
て
い
た

り
。シ
ャ
ワ
ー
は
水
し
か
出
な
く
て
、ト

イ
レ
は
水
を
桶
で
汲
ん
で
流
し
、紙
は

流
せ
な
い
。家
族
は
仲
が
良
く
、空
い

た
時
間
に
は
キ
ー
ボ
ー
ド
や
ギ
タ
ー

を
弾
き
な
が
ら
歌
っ
て
過
ご
す
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。服
装
、交
通
、店
員
の

様
子
な
ど
に
も
、日
本
と
違
う
習
慣
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
派
遣
先
の
大
学
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

文
化
講
義
を
受
け
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

多
く
の
島
々
に
多
く
の
民
族
・
言
語
・

宗
教
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。異

文
化
を
受
け
入
れ
に
く
い
印
象
が
あ

る
日
本
と
比
べ
て
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

人
々
は
ど
ん
な
こ
と
に
も
寛
容
で
あ

る
よ
う
に
感
じ
た
の
は
、そ
の
た
め
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
屋
台
の
ナ
シ
ゴ
レ
ン
を
食
べ
て
お
な

か
を
壊
す
経
験
も
し
ま
し
た
。薬
学
部

生
で
あ
る
自
分
に
は
、海
外
で
体
調
を

崩
し
て
、現
地
の
治
療
を
受
け
ら
れ
た

の
は
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。現
地
の
薬
は
一
錠
が
と
て
も
大
き

く
、飲
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
種
類
も

多
い
な
ど
の
問
題
点
が
わ
か
り
、将

来
、薬
学
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

改
善
で
き
た
ら
と
考
え
ま
し
た
。

今
ま
で
見
え
な
か
っ
た

世
界
が
見
え
た

　
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
こ

と
で
、そ
れ
ま
で
井
の
中
の
蛙
だ
っ
た

自
分
に
気
づ
い
て
恥
ず
か
し
く
な
り
ま

し
た
。し
か
し
、今
ま
で
見
え
な
か
っ
た

世
界
が
見
え
、自
分
は
将
来
何
を
し
た

い
の
か
、何
を
す
る
べ
き
な
の
か
を
少

し
は
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
現
状
を
知
る
に
は
、今
回
だ

け
で
は
ま
だ
ま
だ
足
り
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
今
ま
で
に
比
べ

れ
ば
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

も
っ
と
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
、発
展
途
上
国
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
参
加
し
て
、私
が
将
来
携

わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
医
療
分
野
で

の
知
見
を
広
げ
た
い
で
す
。

ちばだい
グローバル
LETTERS

vo l . 01

▲  フィールドワークではボゴール
のチナンニン文化体験村に行
き、現地の文化を体験しました

▲ 派遣先のインドネシア大
学。12の学部をもつイン
ドネシアのトップ大学です

▲ ジャカルタ中心部は、新
宿のように大きなビル
がたくさんありました

留学プロ
グラム紹

介

グローバル・フィール
ド・ワーク

（BOOT）

詳細はこちら↓

http: //skipwise-
chiba-u.jp

アジアのトップ大学
を派遣先として、コミ

ュニ

ケーションベースの
英語学習および現

地文

化の学習・体験を行
う２週間程度のプロ

グラ

ムです。平成28年度
は韓国、インドネシ

ア、タ

イ、台湾へ派遣。海
外ビギナーズ向けの

留学

プログラムとして、海
外渡航の心構え、準

備、

体調管理や危機管
理までの充実した

フォ

ローも特徴です。

薬学部３年

内海 直也さん

グローバル・
フィールド・ワーク
（BOOT）

行き先 ▶ インドネシア大学
期間 ▶ 2016.8.13～8.28

参加した留学プログラム

今 回 のレポーター

09
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外来診療棟玄関ロビーでの撮影風景。現場は緊張感たっ
ぷりです

小学校4・5年生48名が参加 病原性免疫細胞は、タンパク質のネットを足場に血管の
外の炎症組織に移動し、アレルギー疾患を引き起こす

左から、水上さん、伊藤さん

全国１位となった、男子団体法形競技（左）と女子団体展
開競技（右）

公演のあと、参加者は自身の関心ある分野のブースに
足を運び、活発な議論を行いました

発表を行った五十嵐さん（左）、
藤代さん（右）

ドラマ「ドクターX」の撮影が
千葉大学病院で行われました

「
私
、失
敗
し
な
い
の
で
」で
お
な
じ
み
の
ド
ラ
マ

「
ド
ク
タ
ー
X
〜
外
科
医
・
大
門
未
知
子
〜
」の
第
４

シ
リ
ー
ズ
の
撮
影
が
医
学
部
附
属
病
院
で
行
わ
れ
、

２
０
１
４
年
夏
に
新
築
し
た
外
来
診
療
棟
の
玄
関

ロ
ビ
ー
を
中
心
に
院
内
各
所
が
ド
ラ
マ
に
登
場
し

ま
し
た
。人
気

医
療
ド
ラ
マ
の

新
シ
リ
ー
ズ
と

い
う
こ
と
も
あ

り
、放
送
前
も

放
送
中
も
注
目

度
が
高
か
っ
た

本
作
。ご
覧
に

な
っ
た
方
は
、

ど
の
シ
ー
ン
に

千
葉
大
病
院

が
登
場
し
て
い

た
か
わ
か
り
ま

し
た
か
？

松
戸
に
あ
る
園
芸
学
部
に
隣
接
す
る
農
場
が
手

狭
に
な
っ
た
た
め
、１
９
９
１
年
、ア
メ
リ
カ
軍
柏
通

信
所
跡
地
の
国
有
地
を
譲
り
受
け
、広
さ
25

の

「
柏
農
場
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、土
地
の

一
部
を
東
京
大
学
へ
割
譲
し
、現
在
の「
環
境
健
康

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
」を
2
0
0
3
年
に
設

立
。「
環
境
健
康
学
」

の
拠
点
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
に
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
の
駅
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
も
併
せ
、千

葉
大
学
の
新
し
い
顔

と
な
り
ま
し
た
。

（
国
際
教
養
学
部 

見

城
悌
治
）

技術者として、選手として 挑戦し続ける
株式会社LIXIL 長島理さん

　

1
9
9
8
年
に
工
学
部
物
質
工
学
科

（
現
・
共
生
応
用
化
学
科
）に
入
学
。大
学
2

年
の
春
休
み
に
事
故
に
遭
い
、脊
髄
損
傷

で
下
半
身
不
随
に
。将
来
へ
の
不
安
は
あ

り
ま
し
た
が
、大
学
の
仲
間
や
先
生
に
助

け
ら
れ
、大
学
に
復
帰
で
き
ま
し
た
。後

に
、佐
藤
智
司
教
授
の
研
究
室
に
配
属
さ

れ
、修
士
課
程
ま
で
楽
し
く
実
験
を
続
け

ま
し
た
。

　

大
学
院
を
修
了
し
た
2
0
0
5
年
、株

式
会
社
L
I
X
I
L
に
技
術
系
総
合
職
と

し
て
入
社
し
ま
し
た
。大
学
で
の
専
門
性

も
活
か
し
、主
に
防
汚
技
術（
汚
れ
を
防
ぐ

技
術
）
の
研
究
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

L
I
X
I
L
に
は
ト
イ
レ
の
水
ア
カ
を
防

ぐ「
プ
ロ
ガ
ー
ド
」と
い
う
技
術
が
あ
り
、

こ
の
担
当
も
し
ま
し
た
。こ
の
技
術
は
特

許
化
も
し
て
お
り
、L
I
X
I
L
社
内
の

発
明
者
表
彰
で
最
優
秀
賞
も
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
お
客

さ
ま
相
談
セ
ン
タ
ー
の
勤
務
も
経
験
し
ま

し
た
。研
究
職
で
は
な
か
な
か
聞
け
な
い

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
聞
い
た
り
、自

社
商
品
の
こ
と
を
勉
強
し
た
り
と
非
常
に

新
鮮
な
情
報
に
あ
ふ
れ
た
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

　

中
学
生
か
ら
始
め
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

車
い
す
に
な
っ
て
か
ら
も
続
け
ま
し
た
。パ

ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
障
害
者
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
）の
大
会
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
、練

習
を
重
ね
る
う
ち
に
日
本
代
表
に
選
ば

れ
、今
は
2
0
2
0
年
の
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

と
い
う
大
き
な
目
標
が
で
き
ま
し
た
。技

術
者
と
し
て
、ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、今
や

れ
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
や
り
き
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

「うらやすこども大学」に
講師を派遣

千
葉
大
学
は
、浦
安
市
が
開
催
す
る「
う
ら
や
す

こ
ど
も
大
学
」へ
、国
際
教
養
学
部
の
ガ
イ
タ
ニ
デ
ィ

ス
・
ヤ
ニ
ス
助
教
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

ヤ
ニ
ス
助
教
は「『
外
国
』と
い
う
言
葉
の
不
思
議
〜

グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
の
中
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ

う
〜
」を
題
目
に
し
て
、自
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
で

の
生
活
体
験
談
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
に
講
義
を

行
い
ま
し
た
。参

加
し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
は「
外

国
の
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
を
も
っ
と

知
り
た
い
」等
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

ぜんそくなどの重症アレルギー
疾患のメカニズムを解明

関東学生陸上競技連盟の
役員に陸上部の２人

今
年
度
、関
東
学
生
陸
上
競
技
連
盟
の
幹
事
長

を
工
学
部
４
年
の
水
上
俊
太
さ
ん
が
、常
任
幹
事
を

教
育
学
部
１
年
の
伊
藤
舜
さ
ん
が
務
め
て
い
ま
す
。

両
名
と
も
サ
ポ
ー
ト
側
と
し
て
陸
上
競
技
に
関
わ

る
た
め
役
員
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。着
任
か
ら
9
ヶ

月
を
経
た
今
の
心
境
に
つ
い
て
、「
一
流
選
手
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
て
う
れ
し
い
。こ
れ
か
ら
も
活
動

を
続
け
た
い
」（
伊
藤
さ
ん
）、「
１
月
の
箱
根
駅
伝
は

四
、五
千
名
の
ス

タ
ッ
フ
が
関
わ

る
大
会
。周
り
の

人
た
ち
に
感
謝

し
な
が
ら
、
滞

り
な
く
運
営
し

た
い
」（
水
上
さ

ん
）と
語
り
ま
し

た
。

大
学
院
医
学
研
究
院
・
中
山
俊
憲
教
授
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、ぜ
ん
そ
く
や
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
な

ど
の
難
治
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
発
症
の
鍵
と
な

る
タ
ン
パ
ク
質
を
発
見
し
、発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
し
ま
し
た
。こ
の
タ
ン
パ
ク
質
に
対
す
る
抗
体

を
ぜ
ん
そ
く
マ
ウ
ス
に
投
与
し
た
と
こ
ろ
、ぜ
ん
そ

く
が
全
く
起

こ
ら
な
い
こ
と

も
分
か
っ
て
い

ま
す
。今
ま
で

治
療
が
難
し

か
っ
た
疾
患
の

画
期
的
治
療

薬
が
で
き
る

可
能
性
が
あ

る
と
し
て
、実

用
化
に
向
け
て

の
開
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

躰道部、２種目で全国優勝。
総合では２位に

平
成
28
年
10
月
８
日
、千
葉
大
学
躰
道
部
が
第
50

回
全
国
学
生
躰
道
優
勝
大
会
に
出
場
し
、総
合
２
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。ま
た
男
子
団
体
法
形
競

技
、女
子
団
体
展

開
競
技
で
は
そ
れ

ぞ
れ
１
位
に
輝
き

ま
し
た
。
団
体
法

形
競
技
は
、躰
道

独
特
の
武
道
の
型

を
５
人
で
合
わ

せ
、動
き
の
鋭
さ
、

美
し
さ
、呼
吸
や

調
和
を
競
い
、
団

体
展
開
競
技
は
、

６
人
１
組
で
、
殺

陣
の
よ
う
な
攻
防

の
動
き
を
魅
せ
る

競
技
で
す
。

たい どう

ESDフォーラムを開催

平
成
28
年
10
月
10
日
、千
葉
大
学
で
E
S
D（
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
教
育
学
部
が
中
心
と
な
っ

て
行
う
文
科
省
ユ
ネ
ス
コ
活
動
費
補
助
事
業「
人
間

力
を
育
む
E
S
D
の
地
域
展
開
」の
一
環
と
し
て
、

昨
年
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
ま

す
。
千
葉
県
の

企
業
関
係
者
、

教
育
関
係
者
、

留
学
生
、千
葉

大
学
の
学
生
・

教
職
員
、高
校

の
生
徒
や
教
職

員
な
ど
多
様
な

関
係
者
約
90
名

が
参
加
し
ま
し

た
。

環境ISO学生委員会の１年生
が国際会議「AASHE2016」
で発表しました

平
成
28
年
10
月
10
日
に
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ル
チ
モ
ア

で
開
催
さ
れ
た
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
に
関

す
る
国
際
会
議「
A
A
S
H
E
２
０
１
６
」に
て
、千

葉
大
学
環
境
I
S
O
学
生
委
員
会
の
１
年
生
・
五
十

嵐
双
葉
さ
ん
と
藤
代
杏
澄
さ
ん
が
、千
葉
大
学
の
環

境
I
S
O
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。自
身
の
発
表
の
ほ
か
に
も
学
生
同
士
の
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
、ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
を
中
心

と
し
た
他
大
学
の
取
り
組
み
を
聞
く
な
ど
の
交
流

も
あ
り
ま
し
た
。

千
葉
大
学
の
思
い
出

今
の
仕
事
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
に
向
け
て

LIXILグループは、「2020年までに世界で最も企業価値が高く、革新的で、信頼され
るリビングテクノロジー企業となる」というビジョンを掲げています。社員全員が最
高の結果を追求する、多様性に富んだ実力主義の企業文化を育んでおり、将来、リー
ダーとなっていく実行力と情熱のある人材を求めています。千葉大学のOB・OGは
88名在籍しています。

株式会社 LIXIL
http://www.l ix i l .co.jp/

肺（気管支）

血管

好酸球

粘液過剰産生

CD69
IL-5

CD69

Myl9/12
Nets

病原性
免疫細胞

炎症憎悪

T O P I C S

新しく獲得した附属農場を
発展・整備してできました 千葉大学

知りたい

QUIZ 「柏の葉キャンパス」は、どのように作られてきたのか？

答えは下の「もっと知りたい千葉大学」へ

長島 理
1979年生まれ。1998年埼玉
県立大宮高等学校卒業。2005
年株式会社INAX（現：株式会
社 L I X I L ）へ入社し、現在
Technology Research 本部 
マテリアルサイエンス研究所
に所属。パラバドミントン日本
代表選手。

◀社内発明者表彰に
おいて

▼日本障がい者バド
ミントン選手権大
会にて
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地域の課題を解決していく拠点としての活動と、
“千葉ローカル”の未来をつくる取り組みを紹介

特集　千葉大学の地域での取り組み02

４キャンパスで盛大に行われた大学祭
各キャンパスの特色あふれる取り組みをレポート

特集　大学祭 2016 REPORT !04

地域に根差した活動を続ける、
香取神宮祀祐社役員が登場

特集　OBOGインタビュー06

新たな学問領域である「災害看護学」とは
　─千葉大学大学院看護学研究科 災害看護学講座─

研究室訪問08

初めての留学体験を等身大の言葉でレポート！
ちばだいグローバル LETTERS09
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〔表紙〕松戸キャンパスに新築されたゲストハウス「洗心倶楽部」
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